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劇
場
型
勧
誘
に
よ
る
買
え 

買
え
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

大
手
企
業
な
ど
を
名
乗
り
高
齢

者
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
入
居
権
や

社
債
購
入
の
勧
誘
を
う
た
っ
て
、

お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

事
例
１

　

自
宅
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
所

を
名
乗
る
者
よ
り
「
当
研
究
所
の

所
長
が
当
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、

当
市
に
研
究
所
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
市
に
申
請
も
済
ま
せ

た
。
そ
こ
で
当
市
に
長
年
住
ん
で

い
る
方
に
優
先
的
に
社
債
購
入
を

お
勧
め
し
て
い
る
」
と
の
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。信
用
で
き
る
か
。

事
例
２

　

自
宅
に
大
手
建
設
会
社
を
名
乗

る
者
よ
り
電
話
が
あ
り
「
近
々
、

当
市
に
高
齢
者
福
祉
施
設
を
建
設

す
る
。
購
入
す
る
権
利
が
あ
る
方

の
名
簿
に
あ
な
た
の
名
前
が
載
っ

て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
興
味
が

な
い
と
断
る
と
、
名
義
を
貸
し
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
承
諾
し
た
。
後

に
、
大
手
鉄
道
会
社
を
名
乗
る
者

よ
り
電
話
が
あ
り
「
あ
な
た
の
名

前
で
建
設
会
社
に
３
千
万
円
を
振

り
込
ん
だ
」
と
言
う
の
で
、
怖
く

な
っ
た
。
断
っ
た
ら
「
解
約
の
た

め
に
い
っ
た
ん　

万
円
を
払
っ
て

３００

ほ
し
い
。
こ
の
こ
と
は
口
外
し
て

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

は
い
け
な
い
」と
念
を
押
さ
れ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
「
あ
な
た
は
特
別
に
購
入
す
る

権
利
が
あ
る
」
な
ど
と
言
い
、
高

齢
者
福
祉
施
設
へ
の
入
居
権
や
社

債
購
入
な
ど
を
持
ち
か
け
て
き
ま

す
。
断
る
と
「
名
義
を
貸
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
頼
ま
れ
ま
す
。
良

か
れ
と
思
っ
て
、
承
諾
す
る
と
、

後
に
「
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ
」
な

ど
と
脅
迫
し
、
お
金
を
請
求
し
て

き
ま
す
。

　

業
者
は
大
手
企
業
を
名
乗
り
、

話
は
非
常
に
巧
妙
で
す
。
ま
た
、

弁
護
士
な
ど
を
装
っ
た
複
数
の
登

場
人
物
か
ら
次
々
と
電
話
が
か
か

っ
て
き
て
、
話
を
信
じ
込
ま
せ
よ

う
と
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
も
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
う

の
み
に
せ
ず
、
焦
ら
さ
れ
て
も
脅

さ
れ
て
も
、
お
金
を
払
わ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
い
っ

た
ん
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す

こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
▽
留
守
番
電
話
機
能

を
利
用
し
て
、
か
か
っ
て
き
た
電

話
に
す
ぐ
に
は
出
ず
、
必
要
に
応

じ
て
か
け
な
お
す　

▽
発
信
者
番

号
表
示
機
能
の
あ
る
電
話
機
を
使

用
し
て
い
る
場
合
、
番
号
非
通
知

や
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
は

出
な
い
よ
う
に
す
る　

▽
通
話
内

容
を
録
音
す
る
装
置
を
利
用
す
る

の
が
有
効
で
す
。

　

困
っ
た
と
き
、
不
安
な
と
き

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
消
費
生

活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
か
た
ら
い
」
は
、
市
民
編
集

委
員
と
協
働
で
企
画
・
執
筆
・

編
集
し
て
い
る
冊
子
で
、
市
内

で
活
躍
し
て
い
る
方
の
紹
介

や
、
ま
ち
に
あ
ふ
れ
る
楽
し
い

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
特
別
企
画
「
学

び
・
出
会
い
・
楽
し
む
！
男
性

料
理
教
室
」
、
国
際
比
較
「
イ

ン
ド
の
古
典
武
術
カ
ラ
リ
パ
ヤ

ッ
ト
ゥ
を
広
め
た
い
們
ニ
デ
ィ

ー
シ
ュ
・
カ
リ
ン
ビ
ル
さ
ん
に

聞
く
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

市
施
設
等
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　

企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
、
図
書
館
本
館
・

各
分
室
、
公
民
館
各
館
ほ
か

 　

男
女
共
同
参
画
に
か
か
わ
る

会
議
等
（
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
分
科
会
な
ど
）
に
参
加
す

る
市
民
の
方
々
に
、
参
加
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
申

込
用
紙
等
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

国
内
研
修
事
業
の

参
加
者
を
募
集

対
象
と
な
る
会
議
等　

東
京
都

お
よ
び
東
京
都
に
隣
接
す
る
地

域
で
開
催
す
る
、
内
閣
府
、
東

京
都
（
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
、
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
）
ほ
か
、
各
種
団
体
の
男
女

共
同
参
画
に
か
か
わ
る
も
の

応
募
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

▽　

当
該
研
修
を
実
施
す
る
日

現
在　

歳
以
上
で
、
市
内
に

１８

２
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方

▽　

男
女
平
等
お
よ
び
男
女
共

同
参
画
に
関
心
を
持
ち
、
地

域
活
動
お
よ
び
市
行
事
に
積

極
的
に
参
加
で
き
る
方

参
加
費
補
助
の
内
容　

開
催
地

ま
で
の
旅
費
、
会
議
に
参
加
す

る
た
め
の
諸
経
費
の
２
分
の
１

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「
か
た
ら
い
」　

号
を

４４

ご
覧
く
だ
さ
い

　日ごろから、ごみの減量と資源化の推進にご協力いただきましてありがとうご
ざいます。
　１０月１６日は「世界食糧デー」です。
　国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の報告によると、全世界では、９人に１人が飢餓
に苦しんでいる一方で、作られる食料の３分の１が捨てられています。日本で
も、年間約６３２万ｔのまだ食べられる食品が廃棄されており、これは、１,３００万人
すべての都民が１年間に食べる量に相当します。
　都では、下記のようなフードロス（食品の廃棄）を減らす取り組みを提案して
います。一人ひとりの少しずつの心掛けが、大きな結果につながります。市民の
皆さん、事業者の皆さんのご理解とご協力をお願いします。
家庭でのフードロスを減らす工夫
渇　食材を「買い過ぎず」「使い切る」「食べ切る」。買い物前に、冷蔵庫や戸
棚などにある食材の在庫確認も忘れずに。

渇　買い物の際は、手前に陳列されているものから選ぶ。正しく保存して消費期
限内に食べ切るなら品質に変わりはありません。

【８月分のごみ排出量報告】
　８月分の燃やすごみ１人１日当たり排出量は、２８２.０ｇとなり、目標値（２７８.６
ｇ）を３.４ｇ上回りまし
た。
問合先　ごみ対策課減
量推進係（☎０４２−３８７
−９８３５）

○１８８

1か月の燃やすごみ地区別
1人1日当たりの排出量 （単位：g）

地　　区
火・金地区 275.7 278.6 △2.9

武蔵小金井 東小金井

8月 目標量 増減量

市内全域

282.0 278.6 3.4

増減量8月 目標量
燃やさない
ごみ

（市内全域） 29.0 34.0 △5.0
目標量 増減量8月

月・水・木・土地区 287.8 278.6 9.2 目標より
増えちゃった

やった
減量成功

 　

毎
年　

月
は
「
子
ど
も
・
若
者

１１

育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す
。

　

小
金
井
市
の
青
少
年
の
健
全
な

環
境
を
守
る
協
力
員
お
よ
び
関
係

機
関
が
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
立
て

看
板
、 
貼 
り
紙
な
ど
を
撤
去
・
除

は

去
し
ま
す
。

青
少
年
育
成
環
境
改
善
活
動

と　

き　
　

月　

日
（
火
）
午
前

１０

２５

　

時
～　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

３０

実
施
区
域　
　

武
蔵
小
金
井
駅
・

JR

　

東
小
金
井
駅
・
西
武
多
摩
川
線

JR新
小
金
井
駅
周
辺
、
市
内
主
要
幹

線
道
路

関
係
機
関　

小
金
井
警
察
署
、
東

京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱
武
蔵

野
支
社
ほ
か

問
合
先　

児
童
青
少
年
課
児
童
青

少
年
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

７
）
、
道
路
管
理
課
道
路
管
理
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
９
）

０４２

３８７

 　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
出

産
・
死
亡
に
当
た
り
、
次
の
よ
う

な
給
付
が
あ
り
ま
す
。

〈
出
産
育
児
一
時
金
〉

支
給
対
象　

妊
娠　

日
以
上
の
出

８５

産
が
対
象
で
す
。
（
死
産
、
流
産

の
場
合
で
も
支
給
）

　

た
だ
し
、
１
年
以
上
社
会
保
険

の
本
人
で
あ
っ
た
方
が
、
国
民
健

康
保
険
の
資
格
取
得
か
ら
６
か
月

以
内
に
出
産
し
た
場
合
は
、
以
前

加
入
し
て
い
た
社
会
保
険
か
ら
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　
　

万
円

４５

※　

出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払

制
度
を
ご
利
用
の
場
合
は
そ
の

差
額
が
振
込
額
と
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
等　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
母
子
健
康
手

帳
（
死
産
、
流
産
の
場
合
は
医
師

の
証
明
書
）
、
通
帳
な
ど
振
込
先

が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
場
合
は
必
ず
通
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）
、
直
接
支
払
を
利
用
す

る
（
ま
た
は
利
用
し
な
い
）
こ
と

に
関
す
る
医
療
機
関
と
の
合
意
文

書
、
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書
等

【
出
産
育
児
一
時
金
直
接
支
払

　

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

市
が　

万
円
を
上
限
と
し
て
、

４２

出
産
育
児
一
時
金
を
病
院
や
助
産

所
に
直
接
支
払
う
こ
と
で
、
被
保

険
者
が
、
出
産
時
に
医
療
機
関
に

支
払
う
際
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
出
産
す
る
予

定
の
病
院
や
助
産
所
で
手
続
き
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
直
接
、

病
院
や
助
産
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
出
産
育
児
一
時
金
貸
付

　

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金
・

葬
祭
費
等
を
ご
存
じ
で
す
か

　

出
産
予
定
日
の
１
か
月
前
か
ら

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
後
１
週
間
程
度
で
指
定
金

融
機
関
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〈
葬
祭
費
〉

支
給
対
象　

被
保
険
者
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
と
き
、
葬
祭
を
行

っ
た
方
に
支
給
し
ま
す
。
（
葬
祭

日
か
ら
２
年
以
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
）

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
の
本
人
で

あ
っ
た
方
が
、
国
民
健
康
保
険
の

資
格
取
得
か
ら
３
か
月
以
内
に
死

亡
し
た
場
合
は
、
以
前
加
入
し
て

い
た
社
会
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額　

５
万
円

必
要
書
類
等　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
申
請
者
が
葬

祭
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
領
収
書
等
）
、
通
帳
な
ど
振
込

先
が
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
の
場
合
は
必
ず
通
帳
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

申
請
・
問
合
先　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
（
市
役
所
第
二
庁

舎
２
階
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

 　

家
屋
の
増
改
築
や
修
繕
、
耐
震

補
強
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
造
、
太

陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置
を
す
る

と
き
、
そ
の
資
金
の
一
部
の
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
か
ら
融
資
あ
っ
せ

ん
予
定
者
を
決
定
す
る
ま
で
に
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
余
裕
を
持

っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内　

容

▽　

金
額
＝
工
事
見
積
額
の　

％
８０

以
内
で
、　

万
円
～　

万
円

３０

４００

（
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
備

は
、　

万
円
～　

万
円
）

１０

４００

▽　

貸
付
利
率
＝
年
２
・
６
５
％

住
宅
増
改
築
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

（
市
が
貸
付
利
率
の
２
分
の
１

相
当
の
金
額
を
利
子
補
給
し
ま

す
の
で
、
本
人
負
担
は
１
・
３

２
５
％
と
な
り
ま
す
）

▽　

返
済
＝
元
利
均
等
償
還
で
、

借
入
額
に
応
じ
て
、　

年
以
内

１０

に
返
済

条　

件

▽　

市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、

増
改
築
す
る
家
屋
の
所
有
者

で
、
同
居
家
族
の
た
め
の
増
改

築
で
あ
る
こ
と

▽　

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
▽　

償
還
で
き
る
収
入
・
資
産
が

あ
る
こ
と

▽　

借
地
権
者
の
場
合
、
土
地
所

有
者
の
承
諾
を
得
て
い
る
こ
と

▽　

連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

▽　

工
事
が
平
成　

年
２
月
末
ま

２９

で
に
完
了
す
る
こ
と

必
要
書
類　

融
資
あ
っ
せ
ん
申
込

書
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
配
布

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
、
土
地
お
よ
び
家

屋
の
評
価
証
明
書
、
工
事
見
積
書

な
ど
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

必
要
書
類
を
添
え
て
、

直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住
宅

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ
。

３８７

 
市
取
扱
分

◎
９
月
分

【
特
定
寄
付
】

◆
安
心
・
平
和
な
社
会
づ
く
り
の

た
め
に

▽
積
み
木　

個
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
幸

６３０

せ
な
家
庭
環
境
を
つ
く
る
会
東
京

小
金
井
支
部

社
会
福
祉
協
議
会
取
扱
分

◎
８
月
分
（
敬
称
略
）

【
一
般
寄
附
】

▽　

万
円
＝
藤
井
登
喜
男　

▽
３

１００
万　

円
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
武

９５１
蔵
小
金
井
店　

▽
ち
ょ
こ
っ
と
募

金
箱
１
件
＝
４
千　

円
１５０

善善
意意
のの

輪輪


